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ⅱ）実験個体の採集 

9 月から 11月にかけて、明石川（明石川水系）、

新堀川（武庫川水系）、櫨谷川（明石川水系）、志染

川（加古川水系）の４つの河川で 10～10個体ずつ

採集した。 

 

 

ⅲ）足筋肉からの DNA 抽出 

シジミの足筋肉約１㎎から、DNA 抽出溶液

(UniverseAll Extraction BufferⅡ)を用いて DNA

を抽出、単離した。 

ⅳ）PCR（Polymerase Chain Reaction）法による

16s、28s の増幅 

PCR 法により、DNA 断片の増幅を行った。使用し

た 16s のプライマーの塩基配列は、TW16sA５’-ＣＧ

ＣＣＴＧＴＴＴＡＡＣＡＡＡＡＡＣＡＴ-３’およ

び TW16sB５’-ＣＣＧＧＴＣＴＧＡＡＣＴＣＡＧＡ

ＴＣＡＴＧＴ-３’（Tsudzumi Mito et al.2010）、

と 16sar５’-ＣＧＣＣＴＧＴＴＴＡＴＣＡＡＡＡ

ＡＣＡＴ-３’および 16sbr５’-ＣＣＣＧＧＴＣＴ

ＧＡＡＣＴＣＡＧＡＴＣＡＣＧＴ-３’である。28s

のプライマーの塩基配列は、28FW５’-ＧＡＴＴＡＣ

ＣＣＧＣＴＧＡＡＣＴＴＡＡＧＣＡＴＡＴ-３’お

よび 28RV５’-ＧＣＴＧＣＡＴＴＣＡＣＡＡＡＣＡ

ＣＣＣＣＧＡＣＴＣ-３’である。16リボソーム RNA

領域（以下 16s）の塩基配列によって雌側から受け

継いだ遺伝子を、28リボソーム RNA 領域（以下 28s）

の塩基配列によって雄側から受け継いだ遺伝子を明

らかにする。これらを用いて、DNA 断片の増幅に成

功した。PCR 反応は全量 25μLの反応系で行い、各

プライマー(ar,br または FW,RW)0.75μＬ、dNTPs５

μL、緩衝液 12.5μL、ＤＮＡポリメラーゼ（KOD FX 

Neo：東洋紡）0.5μL、滅菌水（ddH２O）4.5μL、DNA

溶液 1μLを混合する。94℃2分間の熱変性を行った

後、98℃10 秒、53℃30 秒、68℃45 秒の反応を 40サ

イクル行い、最後に 68℃で 5分間熱を加え、全工程

が終了後 4℃で保温する。 

 

ⅴ）塩基配列の同定 

PCR 法により増幅した DNA 溶液をスピンカラム

High Pure PCR Product Purification Kit(Roche)

を用いて精製し、濃度を調節した後、北海道システ

ムサイエンス社にシーケンスを依頼した。シーケン

スプライマーは上記のプライマーである。 

 

 

３. 実験結果 
ⅰ）マシジミとタイワンシジミの区別 

まず採集したシジミを安全に保管するために、そ

れぞれの個体に 4桁の数字で名前を付けた。明石川

で採集したシジミは 1001～1004、1011～1014、櫨谷

川で採集したシジミは 2001～2004、2011～2014、Ｅ

～Ｈ、山田川で採取したシジミは 3001～3004、3011

～3014、新堀川で採集したシジミはＡ～Ⅾとする。

殻の色の分析から大きく 3つのタイプに分類できた。

それは、一般的なタイワンシジミの色の特徴を持つ

個体（①）、マシジミかタイワンシジミか判断できな

い色を持つ個体（②）、マシジミの色の特徴を持つ個

体（③）である。①を黄色、②をピンク色、③を緑

色で色分けし、表２にその分類の結果を示す。 

名前 新堀川 山田川 櫨谷川(本流) 櫨谷川(支流) 明石川
流れの速さ 速い ほとんどない 遅い ほとんどない 標準

水系 武庫川 加古川 明石川 明石川 明石川
個体群密度 低い 高い 標準 高い 標準

表１ 採集した川の特長 

図３ タイワンシジミ 

図４ シジミの模式図 

我々が DNA を抽出した足筋肉の部分である。 
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この表から分かる通り、実験に使用した個体の中に

マシジミの殻の色の特徴と一致する外見を持つ個体

（③）が数匹存在する。一方、塩基配列の同定によ

って得られた結果からは、16s(核)、28s(mt)の塩基

配列はともに、タイワンシジミとの一致率は 100％

であり、すべての個体がタイワンシジミだと分かっ

た。 

 

 

４. 考察 
ⅰ）マシジミが生息する可能性について 

マシジミの外見を持つ個体が存在したが、塩基配

列の結果からこれらの個体は全てタイワンシジミで

あった。核 DNA が、その種の形質を決定するため、

調査を行った地域（神戸市全域）においてマシジミ

が存在しないといえる。ここで、神戸市の川は、図

５のように５つの水系に分けられる。その中でも、

瀬戸川水系（図５白色部分）には、神戸市を流れる

河川が存在しないため、今回はシジミの採集の対象

から除外した。また、表六甲水系（図５黄色部分）

では、水質などの関係により、マシジミの目撃情報

は無いため、マシジミの生息する可能性は極めて低

いと推測できる。ある河川にタイワンシジミが侵入

すると、その河川及びその水系に生息するマシジミ

はタイワンシジミによって駆逐されため、採集を行

った明石川（明石川水系：図５緑部分）、新堀川（武

庫川水系：図５紫部分）、櫨谷川（明石川水系：図５

緑部分）、志染川（加古川水系：図５橙部分）では、

核 DNA がマシジミである種類はほとんど存在しない

と考えてよい。 

つまり、神戸市周辺においてマシジミは絶滅に近い

状況であると考えられる。 

  

 

 

ここで、神戸版レッドデータに注目した。これは、

絶滅のおそれのある野生生物に関する保全状況や分

布、生態、影響を与えている要因等の情報を記載し

た図書である。ここでは、マシジミの絶滅の可能性

の度合いは、Cランク（これは、A～Cの三段階評価

の中で最も絶滅が危惧されていない個体群に付けら

れる）とされている。しかし、本実験を踏まえると、

神戸市におけるマシジミの絶滅はより深刻な問題で

あると考えられる。今回、マシジミの外見を持った

タイワンシジミの存在が確認されたが、これらをマ

シジミとして捉えていると、マシジミは一定数存在

することになる。以上のことから、レッドデータに

は、正確な種の区別などを行うなどの改善が必要で

はないかと考えた。 

 

ⅱ）マシジミの絶滅防止について 

 タイワンシジミは、幼生期に長距離の移動が可能

となるので、河川のみならず下水道などを通って、

きわめて広い範囲に生息地を拡大できる。そのため、

タイワンシジミの繁殖を抑えることは、現段階では

非常に困難である。つまり、我々がマシジミの絶滅

を防ぐ唯一の手段は、現在存在しているごくわずか

のマシジミの生息地を人間が管理して、シジミの放

流などを禁止することである。 

 

 

５. 今後の展望 
今回、採集を行った明石川、新堀川、櫨谷川、志

染川の４つの河川におけるシジミの DNA 解析の結果

のみから考察した。タイワンシジミは下水道などを

通って繁殖することができるため、採集を行ってい

ない河川でマシジミの生息している可能性は極めて

低いと推測できる。しかし、マシジミの生息可能な

水質や川の流速である淡河川や伊川での採集を行っ

資料名 殻の外の色 殻の中の色 資料名 殻の外の色 殻の中の色
1001 黄 白 3002 茶 薄紫
1002 黄 白 2013 茶 紫
1003 黄 白 3003 茶 紫
1004 黄 白 1013 黒 紫
1011 黄 白 1014 黒 紫
2004 黄 白 2011 黒 紫
E 黄 白 2012 黒 紫
F 黄 白 3011 黒 紫
A 黄 薄紫 3012 黒 紫
1012 黄緑 紫 3013 黒 紫
2001 黄緑 紫 3014 黒 紫
2002 黄緑 紫 B 茶 白（端が紫）
2014 黄緑 紫 C 黒 白（端が紫）
3004 黄緑 紫 G 黒 白（端が紫）
2003 茶 白 H 黒 白（端が紫）
3001 茶 白
D 茶 白

表 2 シジミの殻の色による区別 

図５ 神戸市における水系の地図 
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ていないため、より正確なデータを得るためには、

それらの川における DNA 解析も必要である。 

また、現在日本に定着しているタイワンシジミがど

の国から流入したのかという産地判別も行ってみた

い。 
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